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新
年
の
ご
挨
拶

．季醸す

卯
年
の
新
年
を
迎
え
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
輝
か
し
い
初
日
の
出
と
と
も
に
、
飛
躍
の

年
を
皆
様
と
一
緒
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
か
今
年
一
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
約
束
い
た
し
ま
し
た
吉
舎
町
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

作
成
に
つ
い
て
3
月
に
は
設
置
で
き
る
運
び
に
な
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
や
ま
な
み
大
学
と
の
協
賛
に
よ
る
体
験

交
流
型
の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
い
た
だ
い
た
町
民

の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、

一
、
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
の
実
施
内
容
の
充
実
を
図
る
。

お
客
さ
ま
の
要
望
や
意
見
を
参
考
に
し
て
内

容
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
宿
泊
の
利
便
性
を
図

る
こ
と
な
ど
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
す
る
こ
と

です。

一
一
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
で
す
。

楽
生
塾
で
講
座
を
開
設
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

三
、
コ
ー
ス
の
多
様
性
を
図
る
こ
と
で
す
。

季
節
ご
と
に
体
験
で
き
る
こ
と
を
調
査
し
て

導
入
す
る
こ
と
で
す
。

み
ん
な
で
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

2
0
1
1
年
の
目
標
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
　
会
長
　
寺
戸
照
一

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
新
政
権
に
よ
る
政
策
が
本
格
的
に

導
入
さ
れ
、
私
達
の
暮
ら
し
を
取
り
巻
く
状
況
の
好

転
が
期
待
さ
れ
た
一
年
で
し
た
が
、
経
済
か
ら
外
交

に
至
る
ま
で
ど
れ
を
と
っ
て
も
政
治
の
混
迷
が
続
い

た
ま
ま
の
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
吉
舎
町
に
お
い
て
は
、
早
々
に
中
四
字
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

大
規
模
改
修
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。
自
治
振

興
会
や
自
治
振
興
連
合
会
の
活
動
拠
点
と
し
て
更
な

る
利
用
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
尾
道
松
江
線
の
開
通
を
間
近
に
控
え
、

吉
舎
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
記
さ
れ
て
い
る

『
交
流
』
　
に
よ
る
活
性
化
を
目
指
し
た
『
ま
ち
づ
く

り
』
　
の
具
体
化
に
着
手
す
る
年
で
あ
る
と
も
考
え
ま

す
。
自
治
振
興
連
合
会
や
各
自
治
振
興
会
を
は
じ

め
、
商
工
会
の
皆
さ
ん
や
多
数
の
町
民
の
皆
様
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
吉
舎
町
の
将
来
像
を
描

け
る
よ
う
支
所
と
し
て
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

市
政
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
『
対
話
“
公
正
。
安

心
』
を
心
に
、
町
民
の
皆
様
の
拠
り
所
と
な
れ
る
よ

う
吉
舎
支
所
職
員
一
同
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
二
次
市
吉
舎
支
所
　
支
所
長
　
藤
原
晴
彦
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中四字自治振興会では、12月23日（木）に餅つ

…き大会をいたしました。
三　参加者は75名で3歳から高齢者まで多くの参加

二一一を頂き賑やかに餅つきを楽しんでもらいました。

幼稚園児は重いキネによろけながらおじいちゃ
んや、ママに助けてもらって、よいしょ、よい

しょの掛け声に励まされて笑顔で餅つきを楽しん

だようです。しぐさがとても可愛くて大人たちも

微笑みながら見ていました。きなこ餅、ぜんざい

を食べた後は、ビンゴゲームを楽しみ、良い年越
しを誓い合って、お土産をたくさんもらって散会

いたしました。

（免田福一）
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【
一
面
関
連
】

敷
地
自
治
振
興
会
で
は
1
2
月
1
9
日

（
日
）
　
敷
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
北
東
の
斜
面

に
恒
例
の
葉
ボ
タ
ン
に
よ
る
花
文
字
年
賀

状
づ
く
り
を
区
民
約
約
人
の
方
で
行
い
ま

し
た
。約

5
0
戸
の
方
が
　
8
月
の
種
ま
き
か
ら

水
や
り
、
肥
料
、
消
毒
と
長
い
間
管
理
を

さ
れ
約
1
0
0
0
株
の
葉
ボ
タ
ン
を
作
っ

て
頂
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た。
今

年

は

　

「

2

0

1

1

　

ジ

ャ

ン

プ

敷

地
」
と
　
「
富
士
山
と
日
の
出
」
を
約
2
時

間
で
作
り
、
来
年
も
敷
地
が
さ
ら
に
飛
躍

で
き
る
よ
う
全
員
で
　
「
万
歳
三
唱
－
・
」
　
し

て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
1
7
日
に
は
敷
地
保
育
所
に
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取
付
し
、
昼
は
花
文
字

年
賀
状
、
夜
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
区

民
の
皆
様
の
憩
い
の
場
所
が
出
来
ま
し

た。

（
大
上
清
隆
）

吉
舎
女
性
会
で
は
、
去
る
日
月
2
7
日

7
0
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
言
名
に
給

食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

献
立
は
、
限
ら
れ
た
予
算
と
時
間
で
、

ご
飯
に
、
煮
物
、
揚
げ
物
、
あ
っ
さ
り
し

た
も
の
を
会
員
一
同
心
を
込
め
て
お
弁
当

を
作
り
ま
し
た
。

地
区
社
協
の
役
員
、
評
議
委
員
さ
ん
に

配
膳
の
協
力
を
い
た
だ
き
無
事
皆
様
に
お

届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
お
礼
の

言
葉
も
い
た
だ
き
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

（
銭
坂
房
子
）

す
っ
か
り
元
日
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た

「
初
日
を
迎
え
る
集
い
」
が
、
今
年
も
登

美
志
山
で
開
か
れ
ま
し
た
。

年
末
の
天
気
予
報
は
大
雪
警
報
や
注
意

報
が
出
さ
れ
、
誰
も
が
期
待
を
し
な
い
空

模
様
で
し
た
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と

近
年
ま
れ
な
快
晴
。
数
日
来
降
り
積
も
っ

た
雪
を
踏
み
分
け
て
山
頂
に
登
っ
た
7
0
人

の
参
加
者
は
、
歓
喜
と
感
動
の
中
で
2
0

1
1
年
の
輝
か
し
い
初
日
の
出
を
迎
え
、

そ
れ
ぞ
れ
新
年
へ
の
抱
負
を
胸
に
し
て
い

ま
し
た
。

登
美
志
山
の
登
山
口
で
は
、
主
催
さ
れ

た
「
と
み
し
の
里
振
興
協
議
会
」
　
の
み
な

さ
ん
に
よ
り
、
甘
酒
や
ぜ
ん
ざ
い
、
み
か

ん
が
振
舞
わ
れ
、
年
初
め
の
運
だ
め
し
と

な
る
お
年
玉
抽
選
会
の
景
品
も
手
に
し
な

が
ら
「
今
年
は
何
か
い
い
年
に
な
り
そ

う
」
と
誰
も
が
清
々
し
く
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
滝
上
　
洋
）



騒 き～∴ ∵．∵「． “煎“ ��・・iT 涛 ���；繋 詣i蒜‾翻－ 

（ ∴「 � � 

ま 繭隊 ：蟻－；＿ �義　美 ���� � � 

曝露怒 ��� � � � �∴∴∴∴∴ ：∴∴∴：：÷ ∴∴∴∴∴：∴∴ ∴∴： 

∴∴ ∴一＼ � � �経巡深 � �「∴∴；yi∴∴∴：∴ 

3

年
末
年
始
に
向
け
て
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
に
な
り
、
徳
市
自
治
振
興
会
で

は
、
日
月
2
8
日
（
日
）
女
性
会
の
主
催
に
よ

り
備
北
消
防
組
合
吉
舎
出
張
所
の
消
防
士

の
皆
さ
ん
4
名
を
講
師
に
迎
え
て
火
災
予

防
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

北
風
が
強
く
寒
い
日
で
し
た
が
、
子
ど
も

達
を
含
め
1
5
名
の
方
々
の
ご
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

消
防
士
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
始
め
に
徳
市

分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
消
火
器
の
使

い
方
を
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幼
児
や
小

学
生
な
ど
3
名
が
両
手
を
ロ
に
当
て
て
「
火

事
だ
－
、
火
事
だ
－
。
」
と
大
き
な
声
で
叫

ん
だ
後
、
消
火
器
（
練
習
用
の
水
）
を
火
事

の
現
場
近
く
ま
で
運
ん
で
火
元
へ
向
け
一

斉
に
放
水
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
初
め
て

）

に
し
て
は
大
変
上
手
に
放
水
が
で
き
、
消
防

士
か
ら
は
「
上
手
だ
っ
た
よ
」
と
ほ
め
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
へ
移
動

し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
ビ
デ

オ
で
研
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
士
か
ら

は
火
災
予
防
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話

を
頂
い
た
り
、
色
々
な
質
問
に
分
か
り
や
す

く
答
え
て
頂
く
な
ど
有
意
義
な
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

（
野
曽
原
　
暢
）

1
2
月
日
日
　
（
土
）
　
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
の

講
習
会
が
、
広
島
県
自
然
環
境
課
と
三
次
市

に
よ
り
「
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
係
る
指
導

者
育
成
研
修
会
」
と
題
し
て
開
か
れ
、
安
田

自
治
振
興
会
　
（
安
田
絶
滅
危
惧
種
保
護
の

会
）
を
は
じ
め
、
猟
友
会
会
員
、
市
職
員
等

三
次
市
内
及
び
県
内
か
ら
約
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

研
修
会
会
場
に
な
っ
た
安
田
小
学
校
体

育
館
で
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
で
あ
る
阿
部
豪
特
任
助
教
　
（
兵
庫

県
立
大
学
）
が
ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
態
、
殺
害
、

痕
跡
、
識
別
、
被
害
防
止
対
策
、
捕
獲
方
法

な
ど
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
が
安
田
艮
神

社
の
柱
に
つ
け
た
爪
あ
と
、
ダ
ル
マ
ガ
工
ル

保
護
池
内
の
足
跡
を
観
察
し
、
箱
わ
な
の
設

置
環
境
等
に
つ
い
て
野
外
実
習
を
し
ま
し

た。
安
田
地
区
で
は
平
成
2
1
年
ア
ラ
イ
グ
マ

が
市
内
で
初
め
て
捕
獲
さ
れ
た
り
、
平
成

2
2
年
は
5
頭
の
捕
獲
実
績
も
あ
り
、
農
作

物
（
特
に
ピ
オ
ー
ネ
）
を
食
い
荒
ら
し
た
り
、

保
護
池
に
い
た
絶
滅
危
惧
種
の
ダ
ル
マ
ガ

エ
ル
を
ほ
ぼ
全
滅
さ
せ
た
り
、
被
害
が
拡
大

傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

阿
部
特
任
助
教
は
「
ア
ラ
イ
グ
マ
は
繁
殖

力
が
強
く
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
早
期
対
策
が
必
要
。
特
に
4
～
6
月
の

繁
殖
期
に
集
中
し
て
『
わ
な
』
を
仕
掛
け
て

捕
獲
し
、
個
体
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
」
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

（
溝
上
　
洋
）

1
2
月
1
2
日
　
（
日
）
　
八
幡
小
学
校
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
で
、
八
幡
小
学
校
、
八
幡
自
治

振
興
会
合
同
の
、
し
め
縄
作
り
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

山
本
一
江
さ
ん
と
5
名
の
指
導
者
の
説

明
に
従
っ
て
、
参
加
者
が
　
「
そ
う
じ
ゃ
な

い
よ
、
こ
う
す
る
ん
で
」
と
教
え
あ
い
な

が
ら
、
1
時
間
あ
ま
り
で
児
童
を
含
む
全

員
が
立
派
な
し
め
縄
を
完
成
さ
せ
て
喜
び

ま
し
た
。

最
近
で
は
、
大
人
も
わ
ら
仕
事
な
ど
す

る
機
会
が
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
無
く

な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
こ
う
し
て
し
め

縄
作
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
も

地
域
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
感
謝
し

た
一
日
で
し
た
。

（
廣
畑
義
行
）



軸ん鰭で考えよう吉舎の醒醒醒縄と浅蓄

その6吉舎小鞍作りのデノ阜－テ1〃

3年生の児童は、総合的な学習の時間に「吉舎の
自慢を調べよう」の勉強をしてきました。今年は例

年にない夏の暑さで、4月にJ A三次の方の指導を

受けて植え付けをした山の手が大きく育つのか、心
配していましたが、思っていた以上に大きく育った

山の芋を、11月に6キロ収穫しました。その山の

芋を使って12月7日に『山の芋パーティー』をし

ました。

『吉舎の特産品でもある「山の芋」を収穫し味わ
うことで、ふるさと吉舎の特産品の素晒しさを感

じ、それを育てている人々の努力や工夫を考える』

事をねらいとして、3年生全員でこの日のために準

備をしてきました。作ったのは『山の芋スープ』と

『山かけそば』と『山の芋入りお好み焼き』です。
児童は、3つのグループに分かれてJ A女性部や保

護者の方々の指導のもと、調理の開始です。初めは
危なっかしい包丁の使い方でしたが、すぐに慣れて

きて上手に山の芋をむき、すりおろし、野菜を切っ

ていました。自分達が書いた調理の手順に沿って、

グループの人と協力しながら、楽しく作ることがで

きました。
いよいよ3つの料理が完成し、待ちに待った試食

です。口々に「おいしい」「おいしい」と言いなが

ら食べていました。

そして最後に、お世話になったJ A女性部や保護

者の方々に、3年生が準備したお礼のお手紙を手渡
し、感謝の気持ちを表しました。

調理する楽しさと食べる楽しみ、仲間と協力する
ことの大切さ、地域の人々とのふれあいや感謝の心

など、たくさんの事を学ん
だ『山の芋パーティー』で

した。

瀦轡 � � �！凌： 

維 ��・∴賊　子言上．．∴⊥ 　　＿－‾二〇二 
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と　き　　1月30日（日）10：0－11：30

ところ　　吉舎生涯学習センター

企画・構成〃演出〃実演〃…・〃。わくわくたまご

とってもわくわくな、ショータイム。

主役は『ほん』

本の展示即売ではありませんヨ～

対象　　あかちゃん～おとしより

主　催　　三次おはなしボランティアネットワーク

申込み・お問合せ：三次市立吉舎図書館　魯43－4513

滞積が浄書食的時短》事典允的調印〕氏参群青歩が二歩＊参事只事食事薫事

警　護繊胸搬凋離繊維脇騰黒蜜富霊室毎等笠鳥まざまざ葦ま笠善ささまをぎ

町内の保育所年長児及び小“中・高等学校児童生徒
による作品展です。
一堂に力作が集いますので、家族やお友達、近所の

方など誘い合わせてご来館ください。

と　き　（小学生・保育所年長児）

1月19日（水）～30日（日）

（中学生）2月　2日（水）～13日（日）

（高校生）2月16日（水）～27日（日）

10時から17時※月曜日休館

ところ　　美術館あーとあい・きさ
まま費〆商事、′ポジ諌ヂ洋本ヂ細、揃ジ鎌ジ多食夕貴ヂ薫弁薫〆、ぶ調節一子一一ii．＿′一一・＿髄＿＿＿／＿．i＿＿－＿■i＼－擬・i＿＿＿′繊、、騎餓1－－＼＿／一一＿一、－、、，＿・－∠＿，1－一〇． 嚢影健窃鶴唐鷺圃麗餓弼1月の新着図書案内（11月21日～12月20日受入舗 

萱　☆★☆おはなし広縁☆★☆　望患ら。お金のり，ル　人生戦略会議／菅墓 

睦謀議端整紫雲たち謹鷲 
など41冊 

［児童書］サカタのタネ／監修竃 、／当≡一曾　　長野麻子／作 ：三三三三三∴三三三三三三三∴三三：三： 

お問合せ常43－4513（FAX薫）　　　※貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。準 、・ノ・、＿、、／一滴、／－／′＿＿　－場、■i・．一、．－＿、・一　〇1－、－＿＿1，、、1真一・．、一一ii＿、i／◆・，＿珊・・i・⊆ 
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平
成
2
0
年
度
か
ら
文
部
科
学

省
の
委
託
事
業
と
し
て
吉
舎
中

学
校
で
取
組
ん
で
い
る
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
1
2
月
1
2
日
　
（
日
）
、
吉

舎
中
学
校
図
書
室
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
、
中
学
校
の
教
職

員
、
保
護
者
や
生
徒
を
は
じ

め
、
町
内
の
小
学
校
や
日
彰
館

高
校
の
先
生
や
生
徒
、
地
域
の

皆
さ
ん
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、

総
勢
0
0
人
あ
ま
り
の
人
た
ち

で
、
不
要
な
本
の
整
理
　
（
払
い

出
し
）
　
を
行
っ
た
り
、
よ
り
探

し
や
す
く
親
し
め
る
よ
う
に
本

を
並
べ
替
え
た
り
　
（
棚
み
が

き
）
、
1
日
か
け
て
図
書
室
を

き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
『
劇
的
ビ
フ
ォ
ー
。

ア
フ
タ
ー
』
。
図
書
室
が
す
っ

き
り
し
た
空
間
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
吉
舎
の

子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
本
に
出

会
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
有

志
で
発
足
し
た
『
「
共
育
」

楽
読
会
』
か
ら
吉
舎
中
学
校
へ

本
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
、
子
ど
も
達
が
本

に
親
し
む
環
境
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！（

奥
田
　
剛
）

図

軽

電

軍

営

登

竜

を

青

さ

雷

電

掌

笠

さ

き

軍

も

さ

さ

王

寺

青

さ



「体を動かそう会」割田者募集中朝

靭

「ラクラク」から「ややきつい」運動まで　絹

開催日“1月28日（金）
〃2月14日（月）

‾下　問13時30分～15時

場　吉舎保健センター

講　師　今原正美さん

参加費　500円

一．〃：÷ 二義翌重患蓋整護署日詰星田囲図－隅田罪因響剛隅田堅洩 �� 

1月　9日（日）11：30～ �三次市消防団吉舎方面隊出動式 �馬洗川親水公園 

1月16日（日）9：00－ �町内剣道大会 �敷地体育館 

1月30日（日）10：00～ �わくわくたまごのbookshow �吉舎生涯学習センター 

1月30日（日）10：00－ �徳市地区お茶会 �徳市コミュニティ集会所 

1月30日（日） �敷地地区高齢者配食サービス �主催：敷地地区社協 

2月　6日（日）8：30～ �八幡地区卓球大会 �八幡小学校体育館 

2月12日（土） �吉舎地区給食サービス �主催：吉舎地区社協 

2月13日（日）9：00～ �町内卓球大会 �B＆G海洋センター 

2月20日（日） �八幡地区給食サービス �主催：八幡地区社協 

2月27日（日）10：00－ �中四字コミュニティセンター落成式 �中四字コミュニティセンター 

発行“編集／『まるごときんさい』編集委員会　吉舎町自治振興連合会三次市吉舎町吉舎718番地1　電話・FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　　三次市吉舎町吉舎368番地　　電話：43－3112　FAX：43－3062
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1
月
2
6
日
　
（
水
）

2
月
9
日
　
（
水
）

〃
旧
J
A
三
次
安
田
支
店
前

日
時
0
0
分
～
日
時
1
0
分

。
敷
地
簡
易
郵
便
局
前
駐
車
場

日
時
0
0
分
～
日
時
的
分

“
三
次
市
吉
舎
支
所
前

日
時
5
0
分
～
1
2
時
0
0
分

※
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

総
合
調
整
係
曾
4
3
－
3
1
1
1

2
ト
ン
章

［
く
み
取
り
口
］
　
　
2
月
7
日
　
（
月
）

4
ト
ン
竃

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
“
火
曜
日

（
祝
祭
日
を
の
ぞ
く
）

申
込
先

総
合
調
整
係
　
電
4
3
－
3
1
1
1

※
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
毎
週
金
曜

日
午
後
3
時
ま
で
に
、
三
次
市
吉
舎
支
所
総

合
調
整
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
し
尿

く
み
取
り
取
次
店
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
し
尿
処
理
施
設
が
遠
隔
地
に
な
っ

た
た
め
、
運
搬
に
時
間
を
要
し
、
作
業
が
遅

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
余
裕
を
持
っ
て

早
め
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の

利
用
に
つ
い
て

毎
日
8
時
0
0
分
か
ら
盤
時
ま
で
利

用
で
き
ま
す
。

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
〃
金
曜
日

9
時
0
0
分
か
ら
日
時
0
0
分
ま
で

・
1
月
1
4
日
・
1
月
2
1
日

・
1
月
2
8
日
・
2
月
4
日

◎
午
後
　
（
1
2
時
か
ら
的
時
）
が

1
月
1
2
日

1
月
2
1
日

2

月

2

日

利
用
で
き
な
い
ロ

ー
1
4
日
　
〃
1
9
日

－
2
6
日
．
2
8
日

－

4

日

　

“

9

日

◎
一
目
中
利
用
で
き
な
い
日

・
1
月
2
7
日

◎
施
設
開
館
時
は
支
所
宿
直
室
で
カ

ギ
を
受
取
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
合
調
整
係
常
4
3
－
3
1
1

」蚤

∇
市
民
バ
ス
路
線
の

一
部
変
電
に
つ
い
て

7
時
5
0
分
『
保
健
セ
ン
タ
ー
』
発
の
市

民
バ
ス
A
コ
ー
ス
　
（
月
〃
水
運
行
）
　
は
、

2
月
2
日
　
（
水
）
　
か
ら
8
時
的
分
「
蜂

郷
集
会
所
」
発
に
変
更
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
後
の
運
行
を
維
持
〃
継
続

さ
せ
る
た
め
に
、
町
内
各
路
線
の
利
用
実

態
を
検
討
し
た
結
果
、
や
む
を
得
ず
乗
車

区
間
の
一
部
縮
小
と
な
っ
た
の
で
す
。

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ど
う
か
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き

一
層
の
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。▼
農
業
所
得
の

収
支
計
算
事
前
相
談
会

開
催
日
　
　
平
成
2
3
年
2
月
2
日
　
（
水
）

平
成
2
3
年
2
月
3
日
　
（
木
）

受
付
時
間
　
午
後
9
時
か
ら
日
時

及
び
午
後
2
時
か
ら
4
時

会
場
　
　
　
三
次
市
吉
舎
支
所
大
会
議
室

農
業
所
得
は
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差

し
引
い
て
計
算
す
る
『
収
支
計
算
』
で
の

申
告
に
な
り
ま
す
。

収
支
計
算
を
事
前
に
点
検
し
た
い
方
、

不
明
な
点
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方
は
こ

の
機
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

（
電
話
4
3
－
3
1
1
1
）
へ
J
問
合
せ

く
だ
さ
い
。


